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《表紙絵解説

辻元順画

「錘埴図_’

幕末期の常陸国十浦藩医であった辻元順（つじげ

んじゆん）が模写した鍾埴図である。万延元年

(1860年）に描かれたもので、紙本墨画にて縦75.8

cm、横30cmの一幅である。辻元順は享和3年

(1803年）3月15日に、岡本元隆の子として生ま

れ、諄は安止（やすただ)、号は秋湖、竹蔭散人、冑

霞堂などと称した。18歳の時に土浦の町医師であっ

た辻益順の養子となる。その後、益順の後をうけ辻

家の家督を継ぎ、御徒格となる。31歳の時に華岡青

洲の舂林軒に入塾し、晩年の青洲に師事する。41歳

で御医師見習、64歳で本道奥医師列となる。その子

玄喜とともに、土浦藩主土屋家の医師として維新を

迎える。維新後も開業鑑札を受け医業にたずさわ

り、明治13年(1880年)11月27日に78歳で没し

た。元順は、内科とともに外科をよくし、師の青洲

にならって奇患図の下書きなどを遺している。医業

の他にも、文雅に長じ、和歌、漢詩、茶の湯などを

よくした。技価もなかなかのものである。表紙の鍾

埴図は孫の初節句に際して描いたものとみられる。

幕末期の在村文化人の一典型をみることができる。

原図は茨城県土浦市辻家所蔵、土浦市立博物館寄

託｡(瀧澤利行）
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